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審 査 の 結 果 の 要 旨
　先行研究や関連資料も十分に研究されており、各概念の検討もよくなされている。バングラデシュの実情、
また市民社会組織の実情把握などは、従来のバングラデシュ研究を超えた研究となっている。特に包括的社
会の分析枠の導入は、バングラデシュの学界では未だ展開されておらず、本論文は先進的な意味を持ってい
る市民社会組織の詳細な調査も貴重なものであり、今後のバングラデシュ研究に重要な位置を占めることに
なる従来の住民参加絶対論を超えた分析視座は、他の経済発展途上国においても有効であり、排斥的社会論
と包括的社会論の統合という方向性をもっている。大量の調査データは貴重であるが、部分的に体系的説明
が不足しているところもある。しかし、本論文の評価を減退させるものではなく、今後の課題といえるもの
であろう。
　よって、著者は博士（社会学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
